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「
や
ら
ず
ぶ
っ
た
く
り
」
は
許

せ
な
い
。「
奪
わ
れ
た
も
の
を
取
返

そ
う
」
Ｎ
関
労
は
、
３
月
１
９
日
、

春
闘
再
生
全
国
総
行
動
を
皮
切
り

に
、「
首
切
り
を
許
さ
な
い
！
　
権

利
を
譲
ら
な
い
」
闘
い
を
追
求
し

て
い
き
ま
す
。

０
３
春
闘
は
、
連
合
が
今

春
闘
の
最
大
の
テ
ー
マ
を
「
雇

用
と
賃
金
を
守
る
こ
と
」と
し
、

政
策
面
で
の
要
求
も
雇
用
一
本

に
絞
っ
て
い
く
方
針
だ
。一
方
、

経
営
側
は
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は

論
外
。
賃
上
げ
を
要
求
し
て
闘

う
春
闘
は
終
わ
っ
た
」（
日
本

経
団
連
経
営
労
働
政
策
委
員
会

報
告
）
と
賃
金
抑
制
の
意
向
を

打
ち
出
し
て
い
る
。
今
春
闘
で

は
、
連
合
が
ベ
ア
要
求
の
見
送

り
を
昨
年
秋
に
正
式
決
定
。
Ｎ

Ｔ
Ｔ
労
組
も
３
年
連
続
で
ベ
ア

要
求
を
見
送
っ
た
。

こ
れ
ま
で
、
年
度
末
手
当

廃
止
（
年
間
５
・
９
カ
月
だ
っ

た
）、
差
別
賃
金
制
度
改
悪
（
そ

れ
ま
で
の
基
本
給
が
「
暫
定
調

整
」
と
な
り
、
ボ
ー
ナ
ス
計
算

の
対
象
外
と
な
っ
た
。
Ａ
〜
Ｄ

評
価
が
行
わ
れ
、
前
年
よ
り
賃

金
が
下
が
る
こ
と
も
）、
そ
し

て
、
１
１
万
人
首
切
り
攻
撃
に

よ
り
１
５
〜
３
０
％
の
賃
下
げ

と
な
っ
た
．

退
職
金
取
り
崩
し
、
年
金

前
倒
し
に
よ
っ
て
生
活
を
維
持

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
作
ら

れ
た
。

医
療
費
本
人
負
担
が
２
割

か
ら
３
割
へ
と
負
担
増
に
な
る

ほ
か
、
保
険
料
・
厚
生
年
金
は

月
収
ベ
ー
ス
か
ら
年
収
ベ
ー
ス

の
総
報
酬
制
が
導
入
さ
れ
、
ボ

ー
ナ
ス
か
ら
も
徴
収
さ
れ
る
。

雇
用
保
険
料
率
も
昨
年
１

０
月
、
負
担
率
が
１
・
４
％
に

Ｎ
関
労
は
、
①
月
例
賃
金

に
つ
い
て
、
２
０
０
３
年
４
月

よ
り
一
律
５
万
円
引
上
げ
る
こ

と
、
②
年
間
の
特
別
一
時
金
に

つ
い
て
、
月
例
賃
金
の
６
カ
月

分
を
支
給
す
る
こ
と
、
③
２
０

０
２
年
以
降
の
、
不
当
な
評
価

制
度
に
基
づ
く
評
価
に
よ
る
減

額
さ
れ
た
特
別
手
当
・
月
例
賃

金
に
つ
い
て
速
や
か
に
返
還
し
、

評
価
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
等

を
要
求
し
て
い
く
。

０
３
Ｎ
関
労
春
闘
は
、
奪

わ
れ
た
も
の
を
取
返
す
春
闘
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
「
構
造
改
革
」
は
、

な
っ
た
ば
か
り
な
の
に
０
５
年

４
月
か
ら
は
１
・
６
％
に
な
る
。

０
４
年
１
月
か
ら
配
偶
者
特
別

控
除
が
廃
止
さ
れ
る
。発
泡
酒
、

ワ
イ
ン
、
た
ば
こ
税
も
値
上
げ

と
な
る
。

人
間
ら
し
く
働
き
・
生
き
続
け

る
希
望
を
打
ち
砕
く
も
の
で
あ

っ
た
。
職
場
で
は
、
働
く
意
欲

の
低
下
・
無
気
力
が
蔓
延
し
、

ま
た
社
会
的
に
は
企
業
イ
メ
ー

ジ
を
著
し
く
低
下
さ
せ
て
い
る
。

Ｎ
関
労
は
、
こ
の
よ
う
な

職
場
に
状
況
を
憂
い
、
職
場
に

活
気
を
与
え
、
労
働
者
に
働
く

意
欲
を
増
進
さ
せ
る
要
求
で
あ

る
。

　
①
需
要
不
足
で
物
価
が
下
落
、

②
企
業
の
生
産
縮
小
や
収
益
悪

化
、
③
雇
用
・
所
得
環
境
が
悪

化
、
④
家
計
部
門
の
悪
化
で
物

価
が
一
層
下
落
―
―
と
い
う
よ

う
に
、
悪
循
環
を
繰
り
返
し
な

が
ら
不
況
が
深
刻
化
す
る
デ
フ

レ
ス
パ
イ
ラ
ル
現
象
を
呈
し
て

い
る
。

　
こ
の
不
況
か
ら
脱
出
す
る
道

は
、
賃
上
げ
を
行
い
、
首
切
り

や
、
年
金
・
医
療
、
そ
し
て
「
消

費
税
を
１
６
％
に
す
る
」
等
の

先
行
き
不
安
を
取
り
除
き
、
消

費
需
要
を
高
め
る
こ
と
こ
と
だ
。

　
賃
金
も
雇
用
も
要
求
し
闘
い

取
ろ
う
。

連絡先連絡先連絡先連絡先（（（（03030303））））5820-20705820-20705820-20705820-2070

Ｎ関労　Ｎ関労　Ｎ関労　Ｎ関労　気楽にお電話下さい
ＮＴＴ労働者のみなさん！
ＮＴＴ１１万人首切り
合理化に反対し、１人
の問題を組織の問題
とし、闘うＮ関労
に加盟しまし
ょう。
Ｎ関労共済
（全労済と
提携）
もあります。
　３月 19 日、N 関労は、下記のような春

闘再生全国総行動を行います。

12121212：：：：00000000　　　　NTTNTTNTTNTT 持株会社抗議持株会社抗議持株会社抗議持株会社抗議・要請行動・要請行動・要請行動・要請行動

　　　　東京・大手町　NTT持株会社

15151515：：：：00000000　　　　03030303 春闘勝利春闘勝利春闘勝利春闘勝利 NNNN 関労決起集会関労決起集会関労決起集会関労決起集会

　　　　東京・九段社会教育会館

16161616：：：：00000000　春闘再生中央総決起集会　春闘再生中央総決起集会　春闘再生中央総決起集会　春闘再生中央総決起集会

　　　　東京・九段会館大ホール



　
世
界
中
の
良
心
が
大
き
な
疑

問
と
反
対
の
声
を
あ
げ
る
な
か
、

ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
る
イ
ラ
ク

攻
撃
の
準
備
は
刻
々
と
進
ん
で

い
ま
す
。

　
小
泉
政
権
は
す
で
に
イ
ー
ジ

ス
艦
派
遣
と
い
う
形
で
の
後
方

支
援
を
表
明
し
て
き
ま
し
た
が
、

２
月
１
８
日
の
安
保
理
主
催
の

公
開
討
論
会
で
は
米
英
へ
の
支

持
を
鮮
明
に
示
し
、
武
力
行
使

の
た
め
の
新
た
な
安
保
理
決
議

の
採
択
を
強
く
主
張
し
ま
し
た
。

　
「
フ
セ
イ
ン
政
権
下
で
の
人

権
侵
害
を
憂
慮
し
、
そ
の
独
裁

政
権
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
認

め
た
と
し
て
も
、
攻
撃
で
傷
つ

　
い
ま
米
国
の
先
制
攻
撃
を

許
し
た
ら
、
朝
鮮
半
島
で
も
米

軍
に
よ
る
先
制
攻
撃
が
あ
り
う

る
と
北
朝
鮮
政
府
が
考
え
る
の

は
当
然
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
日

本
を
含
む
極
東
ア
ジ
ア
の
緊
張

を
極
度
に
激
化
さ
せ
、
戦
争
を

誘
発
し
か
ね
ま
せ
ん
。
日
本
を

そ
の
よ
う
な
危
険
に
陥
れ
る
戦

争
に
日
本
政
府
が
協
力
す
る
の

は
、
日
本
や
ア
ジ
ア
そ
し
て
世

界
平
和
の
た
め
に
は
な
り
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
費

に
よ
る
財
政
赤
字
拡
大
の
見
通

し
な
ど
で
、
米
国
経
済
の
先
行

き
不
安
が
高
ま
り
、
日
本
へ
の

影
響
、
雇
用
や
リ
ス
ト
ラ
圧
力

が
か
か
る
等
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
イ
ラ
ク
戦
争
反
対
、
小
泉
内

閣
は
戦
争
に
協
力
す
る
な
！

用
に
よ
る
、
事
実
上
の
五
十
歳

定
年
制
度
を
会
社
が
迫
る
中
、

「
私
に
は
介
護
の
必
要
な
家
族

が
い
る
。
妻
が
病
気
で
運
動
機

能
が
低
下
し
、
歩
く
の
も
大
変

に
な
っ
て
い
る
。
治
療
費
は
か

か
る
し
、
家
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

子
供
も
喘
息
」「
Ｏ
Ｓ
に
行
っ

た
ら
、
１
０
０
万
円
以
上
の
年

収
減
に
な
る
。
こ
れ
で
は
暮
し

て
い
け
な
い
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
残
っ

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
実
質
５
０
才
定
年

制
は
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
労

働
者
の
生
活
設
計
を
根
底
か
ら

崩
し
て
い
る
。

直
ち
に
「
退
職
・
再
雇
用
」

制
度
を
廃
止
す
べ
き
だ
。
当
面

は
、
少
な
く
と
も
①
「
退
職
・

再
雇
用
」
に
応
じ
な
か
っ
た
労

働
者
の
配
置
転
換
に
あ
た
っ
て

は
、
本
人
の
希
望
・
経
験
を
充

ほ
し
い

　
ま
た
、
出
向
に
つ
い
て
は
、

次
の
要
求
を
し
て
い
る
。
①
社

員
を
出
向
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て

は
、本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
、

②
出
向
先
の
労
働
条
件
に
つ
い

て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
労
働

条
件
を
１
０
０
％
保
障
す
る
こ

と
、
③
出
向
期
間
に
つ
い
て
、

事
前
に
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を

遵
守
す
る
こ
と
。

転勤についての配慮転勤についての配慮転勤についての配慮転勤についての配慮 （法第２６条）（法第２６条）（法第２６条）（法第２６条）

　事業主は、労働者を転勤させようとするときに

は、育児や介護を行うことが困難となる労働者につ

いて、その育児又は介護の状況に配慮しなければな

りません。

・ 配慮することの内容としては、例えば、

１ 　その労働者の子の養育又は家族の介護の状況

を把握すること。

２ 　労働者本人の意向を斟酌すること。

３ 　就業場所の変更を行う場合は、子の養育又は

家族の介護の代替手段の有無の確認を行うこと。

等が考えられますが、これらはあくまでも配慮する

ことの内容の例示であり、他にも様々な配慮が考え

られます。

第三条第三条第三条第三条

１　男女労働者の機会及び待遇の実効的な均等を実

現するため、各加盟国は、家族的責任を有する者で

あって職業に従事しているもの又は職業に従事する

ことを希望するものが、差別を受けることなく、ま

た、できる限り職業上の責任と家族的責任との間に

抵触が生ずることなく職業に従事する権利を行使す

ることができるようにすることを国の政策の目的と

する。

習志野習志野習志野習志野 船橋船橋船橋船橋 習志野習志野習志野習志野 佐倉佐倉佐倉佐倉 銚子銚子銚子銚子 習志野習志野習志野習志野

かし村千鶴子 浦田  秀夫 宮内　一夫 勝田　治子 小林　良子 たつみ久

■　私たちとともに生活と権利を守り、闘う仲間です。ご支持下さい。友人・

Ｎ関労は、統一自治体では、下記の予
く
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
独
裁
政

権
で
苦
し
ん
で
い
る
市
民
で
あ

り
、
米
政
府
の
独
断
に
よ
る
武

力
行
使
を
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
米
政
府
は
国
連
憲
章
を

守
る
べ
き
」「
査
察
を
継
続
す

る
こ
と
で
問
題
解
決
の
道
を
探

る
べ
き
で
あ
り
、
戦
争
で
は
真

の
解
決
は
な
い
」
と
い
う
声
は

世
界
各
地
で
大
規
模
な
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
わ
き

上
が
っ
て
い
ま
す
。

「
今
の
仕
事
を
続
け
た
け

れ
ば
、
全
国
配
転
を
さ
れ
た
く

な
け
れ
ば
、
退
職
・
再
雇
用
を

選
ぶ
し
か
な
い
」
と
、
五
十
歳

退
職
・
賃
金
１
５
〜
３
０
％
ダ

ウ
ン
で
の
受
託
会
社
へ
の
再
雇

て
収
入
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
、
家
族
の
介
護
の
た

め
に
遠
隔
地
へ
転
勤
す
る
わ
け

に
も
い
か
な
い
」「
子
供
は
之

か
ら
受
験
。
１
５
％
減
と
な
っ

た
ら
、
貯
金
を
取
り
崩
す
し
か

な
い
」
な
ど
と
多
く
の
労
働
者

が
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。

　

分
勘
案
す
る
こ
と
、
②
家
族
の

介
護
・
育
児
の
た
め
の
配
置
転

換
の
困
難
な
社
員
に
対
し
て
は
、

『
育
児
・
介
護
休
業
法
』
等
の

規
定
を
遵
守
し
、
家
族
の
介

護
・
育
児
条
件
を
充
分
に
保
障

す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
社
会
的
責
任

を
自
覚
し
、
誠
実
に
対
応
し
て

定候補を推薦しました．
市川市川市川市川 佐倉佐倉佐倉佐倉

美子 田中まさとし 冨塚  忠雄

知人をご紹介下さい。


